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 ごごごご来館来館来館来館のののの皆様皆様皆様皆様、、、、 
フフフフフフの教教教教 ペペペペフへ 
へへへへへへ出でで でででででで。  

への教教は ププププププペ フプル派のペペペ二コフフでで。·  

ペペペペフへでは、日日日に有有な活活を行っっへっ、礼礼のでの
のセププルででででででに地地地教に奉奉でで場場でででっでで。
私でたのコココルコプコルは子子で若若でたでの強強な活活で、多
で の教教教の積積日な参参にへっっ、数多で の活活、例ええ教教教
歌歌コルフプ、教教教教例教教、各各教教サルサフ、へこででたの合合合、若若でたの
、又は年年若のでのの教教、更には数々 の音楽活活なこを行っっででへででへで 知らら
っででで。  
 フフフフププププププププペペペペイイイイ  ペペペペフへの内内は際際っでモモプな装装が施でらっででで。  
教教教の身身、中中の一一教一一のでで内部は礼礼場でででで同同に、各各の教教ので
ののホルフででっで使わらっででで。回身の下には、私でたの教教教（ 子子子のでのの
宗教教宗や、若若や年年若でたの教教、音楽音音、への他多で の活活やサルサフのでの
に使わらで内部） がでっ、ペキキプでえでっでで。先に述べで合合合の発発や展展が次
で々行わらっででで。へらは教教の中の教教ででへ考えを如如に発でででので“ ” 言えで
でででへ。フププペイの主でででの、即たオフオプの前前で、説教説は 年の大大1728
の後に、ヨヨプ サペプキクプ フフフフ（ 兄） にへっっ造ららででのでで。フフフフは· ·
ドドプド, 
プのフフフフプペフへの彫彫装装で手ががででで。 年にセオドルフ サフププコプ1896 ·
ががペペペフへの内内を改装ででで考えららっででで。更に 年から 年にか1974 1986
がっ再再でらででで。現現の形になっでのは、への町の二つの教教セププルでででザプ
サペ ペペペでザプサペ ココフフが合合でで 年年年のへででで。· · 1983  

 フフフフペペペペルルルルドドドドペペペペキキキキフフフフ  ププププドドドドププププ  １１１１－１１１１ 
芸芸芸フペルドペキフ プドプは数多で の教教の装装でへで 知ららっででで。·
1974－1986年にかがっ彼はペペペペフへの身身のでのに非日に印印日な芸
芸術術を創造でででで。回身の下の壁にでで 
１１の彫彫は祭説を見つので待つ人々 を発で、オフプの壁の上の巨大な彫彫は
“救救主ででっ蘇っでペペプペ ででへ題がつでっででで。合合合の後ろの壁に”
は最後の叫び で呼えらで絵がかがららっでででが、へらはへの芸芸芸が神の“ ”
子ペペプペの受受の姿を術術ででっ生き生きで描き出でででのでで。  

 オオオオフフフフオオオオププププ  ゴキペフペルペ ジフジルジプの傑術。西西の回身にはでへにでつの特特·
がでっでで。へらはオフオプでで。３１個の音音を持っっへっ、へらはジフジルジプに
へっ造ららで両手で操術ででオフオプの中の最大のでのでで。彼はへのオフ 
オプを 年に完完で、彼の創術創の後創で初のっ高高な着着を具現具でででで。1735  

への荘荘でで基基を重重でで音の響きにへっっへのオ
フオプは後創ジプキサ同時の好みで審審審に一一でで
でで。 救世から 救世にかがっ何高か変更、調調19 20
が行わらでででが、１１１３－１１年にオフオプは内
部日にオペジオフの状状に近づがららででで。最最日
に包包日な修修術修が最わっでのは 年 教のへ2007 7
ででで。へでっ今、へのオフオプは元の音楽の輝きを
再び発発でっででで。へのオフオプには国内国の非日
に大きな関関が寄せららっでででが、へらはへのオフオプがジプキサ同時からフフペキ
サプ メプドフプメルプ ジフバプドコ （ １１１１－１４） の同時に至ででで音音のでの· ·
の理着日な楽楽ででっ存現でっででからでで。 教から 教ででへのオフオプは毎毎毎5 10
曜日の昼に音音でらっででで。なへ、見見でコプサルペを聴で オフドガイルを予予なで
でへでができでで。  
 再再再再建建建建でででで鐘鐘鐘鐘  教教教教ザプサペペペペはプジロプサ ジジペバ風の教教教ででっ町の中·
関内の小高ででへろに再っららででで。 年年前のへででで。今でで教歌歌一の中1190
にジジペバの遺遺をを覧になでへでができでで。教教は町を見下ろでへへに元からでっ
でへの場場に聳えでた、高で尖尖を持つ西西のプタルのジプキサ風の装っが審でででで
。 ペプフフキででで大きな鐘が 年にオオタフド フフオルにへっっ鋳造でら3850 1487 ·
ででで。へでっ ペプフフキでで小ででさへの鐘は 年に彼の孫のヴヴフフ フ1940 1570 ·
フオルにへっっ術ららででで。への二つの鐘で鐘鐘は － 年に修修でらでで2004 2005

で。へららの鐘は再び有有になっ礼礼の響きを伝えっででで。ペペペ プタルの小·
ででさへの 同の鐘坑坑の鐘 は一日に数回、同を告げでで。“ ( )”  
尖尖尖尖尖尖尖尖  ペペペ尖、フフフフル尖、ヨルロプ尖 
ペペペ尖はフフフフフフで最で高で尖尖を持た、への高では メルペフででっで72
で。への尖からは、最で広広広なでえらでで眺のが一一できでで。へららの尖へ
はオフド付きのガイルで（ 又は、取っ決のに従っっ） 登っっを覧になでへでがで
きでで。  

 

 

Für weitergehende Fragen stehen wir Ihnen selbstverständlich gern zur Verfügung. Pfarrer Tetzner ist unter pfarrer @ petri-nikolai-freiberg.de oder 
Tel. +49 3731 247859, die Mitarbeiter der Petrikirche unter 34188 erreichbar. Eine ausführliche Vorstellung unserer Gemeinde, Informationen zu Ge-
bäude, Orgel usw. sowie den aktuellen Gottesdienst- und Veranstaltungsplan finden Sie unter www.petri-nikolai-freiberg.de! 

Vielen Dank für Ihr Interesse                 Der Kirchenvorstand der Kirchgemeinde Petri-Nikolai zu Freiberg 
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